
 
みんなで創った日光移動教室 

校長 押本 純樹  

先週、６年生と日光移動教室に行ってきました。期間中これまでになく、穏やかな

気持ちで過ごせました。学校に帰ってきたときには、清々しさもありました。それだ

け６年生の向こうでの活動が立派でした。学校生活以上に集団行動が多々求められる

中、初めての宿泊学習です。心浮かれ、課題が全然なかったわけではありません。そ

れは毎年のことで今年もしっかりとありました。 

何が良かったかというと、気持ちの切り替えの早さです。失敗は誰にでもあるもの

です。そこから次にどうすれば良いのか、その修正力がすばらしかったです。特に１

日目から２日目の成長ぶりには、目に見えるメリハリがありました。みんなで考えて

取り組んでいこうとする気持ちが行動として現れていました。 

そこには、準備の段階から、失敗を失敗にせず、次に生かそうという担任の指導が

常にありました。それが子供たちの気持ちを前向きにのびのびとさせたのでしょう

か。初日は、次どうするの、何をするの、どこへ行くのと聞いてくる子が多かったの

ですが、「自分たちで考えて行動しよう。」と指導したところ、２日目からはしおりを

見て、自分たちで確認し合い、行動する姿が見られました。集合も早いだけでなく、

きちんと整列して待っている姿がありました。話の聞き方も上手でした。 

もともとこういったことがきちんとできる学年でしたが、校外での活動でもできて

いて、うれしくなりました。もちろん、そこには日頃の積み重ねもあったのでしょう。

今回は、たくさんの、しかもいろいろな学校を見てきた方々から褒められました。 

バスガイドさん（１号車）…「挨拶がきちんとできて、私の話をしっかり聞いてく

れました。今どきの６年生では珍しいです。」群馬県立歴史博物館担当者…「興味を

もって話を聞く姿勢が良かったです。その気持ちを今後も大切にしてください。」看

護師さん…「熱を出したりけがをしたりする子が少ない、こんな元気な学校はありま

せん。」写真屋さん…「初めてなのに、たくさん話しかけてくれてうれしかったです。」 

２日目の夕食時、食事係がすれ違いながらも、ハイキング中に多くの人と関われた

ことが楽しかったと感想を発表したのが印象的でした。骨折が治ってギブスを外した

ばかりの子にも常にすすんで肩を貸す姿がありました。ナイトハイクも嫌がることな

く男女関係なく、手をつないで楽しそうでした。この学年は、 

人と関わることが好きで、みんなで頑張ろうとする気持ちが 

人一倍あるのかもしれません。目指す学校像の一面として、 

みんなで創る、誰一人取り残さない日光移動教室になりまし 

た。これも御家庭の支えがあってのことだと思います。移動 

教室に向けての御準備ありがとうございました。 

 

 

1 年生が作ってくれたお守り 


